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 月 火 水 木 金 土 

本館 

（障害） 
1 1 2 4 2 4 

 

西館 
（介護） 1 1 0 1 0 1 

 

10月 21日（土）秋の収穫祭を開催しました。 

当日はあいにくの空模様の中でのスタートでしたが、 

利用者様、保呂羽地区の皆様、来賓の皆様の思いが通じ 

まもなく雨が止み、屋外で「野菜ビュッフェ」形式の食事が 

できました。ころんぶす農園で採れたとっておき野菜で作った料理です。 

ステージ発表も豪華でした！丸山太鼓の皆様による迫力満点の太鼓、絆 10 期会の

皆様の歌、踊り、スコップ三味線、佐藤絹子様による素晴らしい歌声での歌謡♪そして

飛び入りの出し物、皆さん大盛り上がりでした。利用者様の手作り作品バザーでは、漬

け物や手作り作品すべて好評でした。利用者様中心で運営する「西館カフェ」では、挽

きたてコーヒーと手作りケーキを限定100食で提供しました。皆様からの「おいしか

った」の声がとても嬉しく、これからの原動力となったことは間違いありません。 

おかげ様で、利用者様、地域の方々、来賓の皆様、職員が一つになった「収穫祭」に

なりました。ご支援ご協力、誠にありがとうございました。 

保呂羽地区区長の真山様をはじめ地区の方々には、 

雨にも関わらず前日の準備から当日の運営までご協

力を頂きました。心より感謝申し上げます。 

 

前日の準備風景 

（保呂羽地区の皆様） 

「西館カフェ」の様子 



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

狩野 静江さん 

写真部門 佳作 
題：「愛敬」 

【講評】 

梅林でしょうか。花に囲まれて 

くつろぐ 2 人の表情からは、安らいだ心が伝わっ

てきます。もっと下がって主役の左側の女性の右

腕も入るとよかったですね。 

 

【ご本人感想】 

腕を磨いて、今度は 

金賞をとりたいです！ 

寒くなると体を動かすことが億劫になります。本日、運動を心がけることを宣言しました私。 

簡単で効果的で誰でも続けられる運動をご存知の方、どうか教えてください<(_ _)> ：Masago,I 

 

■“ころんぶす”は、皆さ

ん仲良く過ごし易いとこ

ろです。日頃より皆さんに

優しく接して頂き、感謝し

ています。 

最近は、K さんに調べ物

を手伝って頂き、有り難く

助かっています。 
遠藤 雅仁さん（本館） 

 

で 

 

後藤 義一さん（西館） 

 

■私は２月に脳梗塞になり入院しま

した。ころんぶすを利用し３カ月にな

ります。先日は年間行事の中の収穫祭

があり、大変盛大で驚きました。自分

なりに楽しい時間を過ごさせて頂き

ました。地区の皆様、スタッフの皆様

ありがとうございました。今後迷惑を

掛けるかもしれませんが皆様よろし

くお願い致します。 

野澤 充さん 

写真部門 審査員特別賞 
題：「小山さん『帰って来いよー』」 

【講評】 

道路脇に設けられた特設舞台で小山さん達がシャベル

三味線で唄う「帰って来いよー」。美声？歌声が聞こえそう

な人間味あふれる作品に仕上がっています。 

【ご本人感想】 

今回の受賞は皆さんと一緒に喜びた 

いと思います。真坂（まさか）と真山 

（まやま）は似ています。「二度ある 

事は三度ある！」となる（受賞でき 

る）ように頑張ります。 

✿ポップサーカス仙台公演  11/6･13･20  

「有名なポップサーカスをぜひ観覧したい」という声のなか、招

待のご案内があり…行って参りました！ 3 グループに分かれ

ての参加でしたが、それぞれ楽しい１日を満喫してきました。 

「すごかったねー」「あれは失敗したのかな？パフォーマンスだ

ったのかな？」 いろいろな感想が飛び交っています。 

担当の 
ひとりごと 

 

＜作品＞ 

＜作品＞ 

尾崎 博行さん 

書道部門 奨励賞  


